
◆北海道と民間との協働の取組事例＜平成３０年度＞ 

 

１ 子ども環境情報紙「エコチル」を活用した環境情報発信等の展開 

 

■事業の形態 

協 働 の 形 態 1共催    2事業協力・協定   3実行委員会・協議会   4委託 

実施団体 相 手 側 株式会社アドバコム 

道  側 北海道環境生活部気候変動対策課 

■事業の概要 

現状・解決すべき課題 優れた北海道の環境を次世代にも引き継げるよう、将来を担う子どもたちへの環

境に関する啓発活動を充実する必要がある。 

事業の目的・成果目標 （株）アドバコムが道内の小学生に配付する「子ども環境教育情報紙「エコチル」」

において、環境情報の発信に協働で取り組む。 

実 施 場 所 子ども環境教育情報紙「エコチル」 

事 業 期 間 平成 30年（2018年）4月号～ 

事 業 の 概 要 「エコチル」毎号において特集記事を監修し、情報を発信。 

道 の 関 連 施 策  

■協働の内容 

協働の理由（きっかけ） 「エコチル」（全道版）の創刊 

協働の目的・成果目標 子どもたちの環境意識の醸成 

役割分担 

（費用等負担含） 

一緒に取り 

組 む こ と 
各号特集テーマの決定 

相 手 側 記事の作成、配付 

道  側 記事テーマの情報提供、校正 

作 業 日 程 平成 30年（2018年）2月 協定締結 

平成 30年（2018年）4月 「エコチル」（全道版）４月号から協働を開始 

■実施結果 

事業の成果目標の 

達成状況 

平成 30年（2018年）4月の「エコチル」（全道版）創刊から、毎号特集記事を
監修 

協働の取組による効果 小学生への環境情報発信の充実 

課 題 、 改 善 提 案 必要な資料等の提供を円滑に行えるようにつとめること 

■協働による気づき・感想 

（相手側） 

（道 側）子ども向けの広報ツールとして非常に効果的である。 
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■事業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「エコチル」（北海道版）平成 30年（2018年）6月号特集） 
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（連携概要） 


